
 

３ 広  報  活  動  

 教育行政を円滑に進めるためには、住民の意識と行政に対する要請を的確に把握すると

ともに、適切な情報を迅速、正確に伝達することが必要である。 

そのため、広報活動を次のように実施した。 

（１） 広報資料 

メールマガジン「教育ながの」を随時発行し、迅速な情報提供に努めた。「教育要

覧」については、教育行政全般に関する情報、最新の統計、資料を収録し、「教育年

報」については、記録保存の重要性の観点に立って編集した。 

また、県民への広報効果に着目して、広報「ながのけん」等知事部局所管の広報媒体

の積極的な利用に努めた。 

 【広報「ながのけん」掲載状況】 

媒 体  発 行 日  内 容  

広 報 誌  

（ 全 戸 配 布 ）  

年 ２ 回  

（ ６ 、 11 月 ） 

裏 表 紙 （ 長 野 県 立 歴 史 館 土 偶 展 ）  

（ ６ 、 11 月 ）  

 

（２） ホームページ 

広く県民、教育機関等を対象とした広報媒体として見やすさ、分かりやすさに重点

を置いた運用に努め、情報の掲載にあたっては、写真や図を用いて見やすいものとな

るよう工夫するとともに、迅速な掲載に努めた。 

 

（３） 定例記者会見 

情報発信を広く行い開かれた教育行政を目指し、教育委員会の会議（定例会）終了

後、委員長・教育長会見を毎回開催している。（令和元年度は 13 回開催。） 

 

（４） テレビ・ラジオ等 

広範な情報伝達機能を有するテレビ・ラジオ放送等による一般県民への広報効果を

期待して、テレビ・ラジオ番組等を積極的に利用し、教育委員会が行う各種行事をは

じめとする情報を提供することに努めた。（令和元年度実績は次ページのとおり） 

 



 

【テレビ・ラジオ等主な広報内容】 

媒  体 
番  組  名 

放送日 放送時間 
放 送 内 容 

テレビ 

（民放各局） 

＜スポット＞ 

毎週火、水、木、金曜日 

18 時台（30 秒） 

学びの改革(１月） 

テレビ 

（NHK） 

＜スポット＞ 

随時 

東京 2020 オリンピック聖火ランナー募集 

(８月） 

ラジオ 

（SBC） 

＜スポット＞ 

毎週火、木（午前・午後）

30 秒 

東京 2020 オリンピック聖火ランナー募集 

(８月） 

信州つばさプロジェクト（12 月） 

ラジオ 

（FM ながの） 

毎週金曜 12:08～12:18 
信州つばさプロジェクト (５月) 

信州・学び創造ラボ（７月） 

＜スポット＞ 

月、水 20 秒 

東京 2020 オリンピック聖火ランナー募集 

(８月） 

有線放送 お知らせ 随時 
東京 2020 オリンピック聖火ランナー募集 

(８月） 

 


